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富山県の事業の受け入れ
→病院看護師出向（研修）

• 受け入れ準備（事業所として）が必要

事業の説明会

契約に向けた調整

書類作成 東海北陸厚生局及び富山県への届け出

事業所の概要説明 出向初日を迎えるための準備

ユニフォーム・タイムカード・出勤簿・ロッカー・動線確認等

事業受け入れのための研修資料を購入

事業初日を迎えるまでの事前学習のお願い

事業参加希望の病院看護師の参加目的の確認



受け入れるにあたっての一番の心配は・・

•ステーションとしての教育力・・

今まで受け入れたのは基幹病院の看護師短期研修のみ

研修と出向は違う

限られた期間で求められる成果

•事業参加目的が達成できるようにお手伝いできるだろうか？

↓

•自施設に戻った際にステーションでの訪問看護の経験を活かし
てもらえるだろうか？



出向事業開始のために

•事業開始までにオリエンテーション用の資料を作成

ステーション概要、訪問看護概要、事業期間中の流れの確認

•事業開始後は再度、本事業に対する思いを確認

期間の最終段階で研修成果の発表の場を設ける

•事業中は達成度を確認（指導内容）

新任看護師用業務チェックリストを利用

随時相談しやすい体制・環境をつくる

管理者やプリセプターと振り返り



訪問の実際

９月 １０月 1１月 連携研修

同行訪問
75 10 6

包括研修、居宅研修
特養同行、訪問入浴見学
老健カンファレンス

単独訪問
13 46 28

退院支援委員会参加
担当者会議参加

複数名訪問
6 10 19

退院前カンファレンス（６件）
地域ケア会議
多職種カンファレンス



介入疾患とケア内容

・介入疾患

末期の悪性腫瘍、糖尿病、頚髄損傷、慢性心不全、クローンカイ
トカナダ症候群、脳性麻痺、脳血管疾患、呼吸器疾患、認知症、

褥瘡等

・主なケア内容

インスリン注射管理、褥瘡処置、末梢点滴、ＣＶ管理、ストーマ管理

内服管理（麻薬管理：内服、貼付薬、ＰＣＡポンプ）床上リハビリ、

バルンカテーテル管理、胃ろう管理、ＨＯＴ管理、排便コントロール等

シャワー浴・入浴介助

（気切・胃管カテーテルのある小児、酸素使用者、片麻痺等）



事業参加看護師の主体的な関わり

•事例の検討

→ 心不全利用者を選択し退院前カンファレンスから関わる

→ サービス介入時に同時訪問する

•ストレス解消のため入院中に行っていたリハビリを在宅でも
行ってはどうか？ － 提案

•積極的なサービス関係者との関係作り

•訪問時の様子をSTで報告

•遠方にいる病態理解のない息子への訪問看護からの現状報告



出向研修事業を受け入れて

•スタッフの反応

急性期病院での対応方法（ケア・処置・内服等）を

知ることができた

•スタッフが休暇を取得することができた

•常勤換算1.0増員で訪問件数、訪問回数増となり事業所収益に

繋がった

•管理業務の時間をとることができた



私的な感想・事業参加看護師への期待

•３か月間という短い期間で、参加看護師は自身のキャリアを活
かし訪問先で臨機応変に会話しながら指導してきてくれ、その
温和な物腰での訪問に頼もしさを感じておりました。やさしい
笑顔がとても印象的な方でした。期間終了が近づくにつれ大切
なスタッフがいなくなる寂しさを感じました。

•今後は自施設で、今回の事業で学んだことを生かしてほしいと
思います。目の前のひとりのために、できることを模索する包
括ケアにおいて自発的な看護師であってほしいと思います。

•教育等について考えST内の見直しをする良い機会となりました。



ご清聴ありがとう

ございました


